
学力向上

体力向上 豊かな心の育成
コミュニティ･スクール

重点目標 ○自他の良さを尊重し合って行動できる生徒の育成（徳）

○ 高い志を持ち、意欲的に学習し、自分の考えを発信することのできる生徒の育成（知）

○ 心身ともに、ねばり強く鍛えることのできる生徒の育成（体）

教育課題

◇学ぶ意欲の高揚と活用力の向上
◇人権意識の確立と自尊感情の高揚
◇高い志を持つ態度

経営課題

◇職員の学校経営参画意識（「チーム三輪」）の高揚
◇実践的指導力(授業力・経営力・対応力)の向上
◇ＣＳを生かした地域に信頼される学校づくりと小中連携

組織運営 「チーム三輪」としての学校体制の充実
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１ 「わかる授業」の実践
○授業規律(｢三輪中の学び｣)の徹底
○「三輪中版アクティブラーニング型授業」の実践

２ 基礎・基本の定着
○「三輪中検定（国語・数学・英語）」の実施
○朝読の充実
○放課後学習会の充実
○家庭学習の充実(宿題の検討や生活ノートの活用）
○「ネット４ない宣言」の徹底

３ 学習意欲の向上
○「三輪中フロンティアプラン」の充実
○表彰制度の実施

１ 鍛える・できる授業づくり
○コーディネーショントレーニングの
要素を取り入れた運動(1校1取組)

○学び合い活動の充実
２ 運動習慣の確立
○昼休み活動の充実
（外遊び、体育館使用の奨励）
○情報の提供と活用
○部活動の推進

３ 基本的生活習慣の確立
○食育に関する指導の充実
○休養・睡眠の確保
（週１日の部活動休養日）

１ 積極的生徒指導の推進進
○ 生徒理解に向けた日常的な取組の徹底
・朝・昼・夕のアクション

２ 人権が尊重される学校づくり
○学習活動づくり
・安心・安全な授業環境づくり
○人間関係づくり
・いじめ撲滅の環境づくり
○差別を許さない環境づくり
・差別に対する正しい理解と実践

３ 心に響く道徳教育の推進
○ ｢考え、議論する｣道徳の授業づくり
○ 道徳教科化に向けた具体的活動の推進

○｢草場川へおいで｣の実施

｢スポーツテスト補助｣､

｢小中合同学習会｣､｢蛍の

放流｣を実施

○小中連携事業の推進

授業研､｢４ない宣言｣､｢家

庭学習強化週間｣等推進

○学校運営協議会との連携

学校のマネジメント機能の強化

１ 実効性のある学校評価

○実態→目標→進捗状況→成果と課題の可視化と共有

２ カリキュラム・マネジメントの推進

○何を（内容）どうやって（方法）指導し、その結果どのよ

うな力がついたか（目標）

３ 人事評価による職務遂行意欲の高揚、能力開発

○学期１回の面談

組織の機能化・効率化

１ 教育活動の組織的運営

○週１：三者会、運営委員会、サ

ポート会議、研究推進会議

○月１：いじめ・不登校、特別支援

○職員朝礼（月）、終礼（木）

２ 情報の共有化の促進

○事前・事後の検討・協議

専門性を高める校内研修

１ 主題研修による授業力向上

○授業研究日（学期１回）による計画的な実施

○一人１回の授業研

※教科「道徳」の指導と評価の運用への取組

２ 学校の課題解決のための一般研修の充実

○人権・同和教育、学力向上、生徒指導、特別

支援教育等

子どもと向き合う時間の確保
「三輪中版 子どもと向き合う時間の確保
のための勤務の見直し」の徹底

１ ノー部活動デー、定時退校日の徹底

２ 成績処理等の時間確保

○定期考査の効果的な実施

３ 全教職員参加しての朝の会、帰りの会、

給食、清掃

いじめ･不登校、特別支援教育の充実

１ 指導体制の組織化とマネジメント力の強化

○サポート会議（配慮を要する生徒を全て把握）

→いじめ・不登校、特別支援教育、問題行動

の各委員会へ

○きめ細やかな指導の継続

２ 専門スタッフの活用

○SC、SSW、支援員の会議への参加

【平成28年度全国学力･学習状況
調査(生徒質問紙)の結果から】

○｢いじめは、どんな理由があっ
てもいけないことだと思う｣生
徒が大多数である。

○地域の行事に参加する生徒が
多い。

△家の人と学校での出来事につ
いて話さない生徒が多い。

△学級会などで、自分の意見を
述べたり、人の意見に同調し
たりする生徒が少ない。

【平成28年度全国学力･学習状況調査(生徒質問紙)結果から】
△家庭学習の時間が少ない。
△計画を立てて勉強をする生徒が少ない。
△家で、宿題はするが、予習はほとんど行わない。
△授業で、自ら自分の意見などを発表しない。
△一日あたりのテレビ･スマホ等の時間が長い。

【学校評価(自己評価)における授業評価の結果から】
○授業規律を徹底している。
○生徒理解に基づいた教育相談を実施している。
△授業づくりについて、「学習評価を生かした授業改善を
行っている」の評価が低い。

【平成28年度全国・県学力調査の結果から】
◆第３学年
〔国語〕A：73.3％（県74.8） B：66.0％（県65.8）
〔数学〕A：57.4％（県60.3） B：37.3％（県42.4）
○国語Bでは県平均を上回ることができた。
△数学については、A・B問題ともに大きく県平均を下
回っている。

◆第２学年
〔国語〕64.2％（県66.2） 〔数学〕51.7％（県53.3）
△国語･数学ともに県平均を下回った。1学期の到達度テス
トでは県平均を上回っていたので原因究明を急ぎたい。

【平成28年度県体力･運動能力調
査、全国体力調査から】

〔男子〕
○全学年とも多くの項目で県平
均を上回っている。

△全国テスト(2年)では、全国平
均を下回っている。

〔女子〕
○第1学年については、多くの項
目で県平均を大きく上回って
いる。バランスも素晴らしい。

△第2･3学年は、多くの項目で県
平均を下回っている。

△全国テスト(2年)では、全国平
均を大きく下回っている。


